
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

常
に
清
潔
な
環
境
を
創
り
出
す

安
全
最
優
先
に
品
質
管
理
徹
底

建 築 概 要 　 　 　 　 　 　 　 　

ドライシステムによる
調理空間を実現

つくばすこやか給食センター豊里　完成

食を通じ生きる力を育む　つくば市長　市原　健一最
新
の
衛
生
管
理
で
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供

過熱蒸気で解凍・焼き・蒸し調理まで対応

ふっくらおいしくヘルシーな料理

最新の調理機器システム

設計コンセプト

（６）（第３種郵便物認可） ２０１４年　（平成２６年）　１月３１日　（金曜日）

　
建
設
地
は
茨
城
県
つ
く
ば

市
高
野

旧
豊
里
庁
舎
の
西

側
に
建
て
ら
れ
た

周
辺
に

は
つ
く
ば
市
関
連
の
公
共
・

公
益
施
設
や
民
家
な
ど
が
あ

る


　
工
事
を
担
当
し
た
清
水
建

設
の
泉
井
一
幸
工
事
長
は

﹁
給
食
セ
ン
タ

と
い
う
特

殊
性
の
高
い
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら

つ
く
ば
市
の
ご
担

当
者
と
設
計
事
務
所
の

方
々

そ
し
て
私
ど
も
施
工

者
の
３
者
が
共
通
認
識
を
持

つ
た
め
に

稼
働
し
て
い
る

３
件
の
給
食
セ
ン
タ

を
視

察
い
た
し
ま
し
た

そ
こ
で

は
実
際
に
給
食
セ
ン
タ

で

働
く
方
々
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
ニ

ズ
を
く
み
と
り


設
計
や
工
事
に
反
映
さ
せ
て

お
り
ま
す
﹂
と
語

た


　
工
事
に
着
手
し
た
の
は
２

０
１
２
年

月

現
場
で
は

全
作
業
員
の
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
を
大
切
に﹁
明
る
く


元
気
に

笑
顔
で

粘
り
強

く
﹂を
ス
ロ

ガ
ン
に
掲
げ


安
全
を
最
優
先
に
工
程
・
品

質
管
理
に
万
全
を
期
し
た


特
に
内
・
外
装
工
事
で
は
防

虫
対
策
や

汚
染
防
止
に
力

点
を
置
き
な
が
ら

清
掃
の

し
や
す
さ
な
ど
常
に
清
潔
な

環
境
が
保
た
れ
る
よ
う

設

計
の
意
図
に
基
づ
き
入
念
に

対
応
し
た

ま
た

多
く
の

特
殊
な
調
理
機
器
を
搬
入
・

設
置
す
る
た
め
約
３
カ
月
の

期
間
を
要
し
試
験
運
転
を
行

い
性
能
を
確
認
し
た


　
安
全
管
理
で
は
仕
事
の
し

や
す
い
仮
設
設
備
と
し
て


２
層
吹
き
抜
け
と
な
る
調
理

室
な
ど
で
は
総
棚
足
場
を
導

入
し
た

ま
た

近
隣
対
策

と
し
て
毎
月
﹁
工
程
表
﹂
を

配
布
し

振
動
等
が
伴
う
工

事
で
は
事
前
に
説
明
し
作
業

時
間
を
厳
守
し
た


　
工
事
を
振
り
返
り
泉
井
工

事
長
は
﹁
約
１
年
の
工
事
期

間
中

つ
く
ば
市
様
を
は
じ

め
設
計
事
務
所
の
方
々
の
ご

指
導
・
ご
協
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

工

事
に
参
画
い
た
だ
き
ま
し
た

協
力
企
業
の
皆
様
に
紙
面
を

借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す

最
新
の
厨
房
設
備
機

器
で
つ
く
ら
れ
た
給
食
が
子

供
た
ち
に
喜
ば
れ

健
や
か

な
発
育
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

す
﹂
と

竣
工
の
喜
び
を
語


た


揚げ・焼物室

調理室 洗浄室

■建　物　名　称／つくばすこやか給食センター豊里
■工　事　場　所／茨城県つくば市高野－
■施　　　主／つくば市
■設計・監理／浦野・青山特定設計・監理共同

企業体

■施　　　工／清水建設関東支店茨城営業所
■建　築　用　途／学校給食センター
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■構　造　規　模／鉄骨造２階建
■工　　　期／年月日～年１月日

旧豊里庁舎屋上より見た全景（写真撮影／エスエス東京）

　現在つくば市内の学校給食センターは、筑
波のセンターを除いて築年以上が経過して
おり、衛生管理上の問題や人口増の問題を抱
えており早急な解決が求められています。
　今回の施設は、これらの課題を解決し、市
内の子供たちに、より安全で高品質な給食を
提供していくことを目的に、第１弾として旧
豊里庁舎敷地内西側の一部を利用して計画さ
れました。
　整備方針として、①確実な衛生管理体制、
②安心・安全でおいしい給食の提供、③効率
のよい調理環境の確保、④食育の推進と食育
啓発施設の充実、⑤環境負荷低減、⑥維持管
理費の効率化の６つを掲げ、ＨＡＣＣＰの概
念を取り入れたドライシステムによる調理空
間を実現しています。

　衛生管理の原則である、「持ち込まない」
「増やさない」を基本に、ワンウェイの調理
動線とし、汚染・非汚染エリアを色分けによ
り明確に区分しています。
　食物アレルギーへの対応として、除去食を
主とした専用のアレルギー食調理室を備え、
また最新の調理機器（カゴごと洗浄機）の導
入や、フライヤーへの自動給油、残滓

ざ ん し

の自動
搬送等、調理員の負担軽減も図っています。
　食育として、２階には食育ホールや研修室
を中心に、調理室や洗浄室が望める見学通路
を計画しています。屋上には太陽光発電設備
や太陽熱温水パネルを設置し、自然エネ
ルギーの利用による環境負荷軽減を図り、食
育ホールには、発電表示パネルを設置し見学
者の環境意識向上に寄与しています。
　施設はシンプルな平面であり、調理空間の
要求に対しても無理のない形態とすること
や、屋外機が見えないようルーバーで囲う等、
全体に落ち着いたデザインとし、暖かみのあ
る色調により清潔感のある外観としていま
す。
　多くの関係者の皆様と共につくり上げた給
食センターが、次の世代の子供たちが健やか
に育つことに貢献できることを、心より願っ
ています。
浦野・青山特定設計・監理共同企業体

株式会社浦野設計　　野々目時宗

　茨城県つくば市豊里地区で建設が進め
られていた「つくばすこやか給食セン
ター豊里」がこのほど完成した。同セン
ターはＳ造２階建て延べ約㎡の規模
で、１日最大食を見込む。１階部分
に調理室や揚げ・焼物室、洗浄室など最
新の厨房施設が導入されたほか、アレル
ギー対応調理室、残渣

ざ ん さ

処理システムがあ
る。また、２階には研修室や見学者通路
が設けられた。設計・監理は浦野・青山
特定設計・監理共同企業体、施工は清水
建設が担当した。４月から供用開始予定。

　
つ
く
ば
市
で
は

老
朽
化
し
た
給

食
セ
ン
タ

の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
が

こ
の
た
び
関
係
各
位
の
ご

尽
力
に
よ
り

豊
里
地
区
に
新
し
い

給
食
セ
ン
タ

が
竣
工
の
運
び
と
な

り
ま
し
た


　
学
校
給
食
は

子
供
た
ち
に
と


て
大
き
な
楽
し
み
で
あ
る
と
と
も

に

健
や
か
な
成
長
を
担
い

食
を

通
じ
て
生
き
る
力
を
育
む
た
め

ま

す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す


　
新
給
食
セ
ン
タ

は

一
日
８
５

０
０
食
を
３
献
立
で
調
理
す
る
能
力

を
有
し
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ︵
ハ
サ

プ
︶

の
考
え
に
基
づ
く
最
新
の
衛
生
管
理

で

安
全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を

提
供
し
ま
す

さ
ら
に

全
国
的
に

大
き
な
問
題
と
な

て
い
る
食
物
ア

レ
ル
ギ

対
応
の
た
め
の
調
理
室
を

設
置
す
る
な
ど
最
先
端
の
施
設
と
な


て
い
ま
す


　
ま
た

名
称
を
子
供
た
ち
を
含
む

市
民
か
ら
公
募
し
﹁
つ
く
ば
す
こ
や

か
給
食
セ
ン
タ

豊
里
﹂
と
決
定
い

た
し
ま
し
た

こ
の
給
食
セ
ン
タ


が

子
供
た
ち
は
も
と
よ
り

地
域

の
皆
様
に
も
愛
さ
れ

つ
く
ば
市
に

お
け
る
地
産
地
消
や
食
育
推
進
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
願

て
い
ま
す


　「つくばすこやか給食セン
ター豊里」では３献立、
食を調理する。そこにはアレ
ルギー対応調理室をはじめ、
最新の調理機器や洗浄機器、
残渣処理システムが導入され
た。
　その一つが過熱蒸気で解凍

から焼き上げ、蒸し調理まで
１台で対応できる画期的な
「複合調理機」。過熱蒸気は極
めて細かい分子で構成され、
食材繊維を破壊せず、うまみ
成分やビタミンＣなどを逃が
さないため、ふっくらおいし
くヘルシーな料理を提供でき
る。

　食器の洗浄はこれまでカゴ
から取り出して洗っていた
が、お玉やトング類、トレイ
なども食器カゴから取り出さ
ず洗浄することができる。こ
のため従来タイプに比べ作業
効率が向上し、食分を約
２時間分で洗浄することが

できる。
　また、洗浄した食器を積ん
だコンテナごと消毒保管でき
るため、配送時に積み替える
必要がなく作業の省力化が図
れる。残渣処理システムは、
生ゴミをバクテリアで分解す
る、完全消滅型の処理機が導
入された。






